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現代社会のなかの ｢個人｣
― そ の ｢ 原 子 論 的 個 体 性 ｣ と ｢ 人 格 性 ｣ ―
The "Individual" in our Contemporary Society
―His "Atomistic lndividuality" and "Personality"―












































































レミタ｣の､ 『おそれ とおののき』は ｢沈黙のヨ
-./ネス｣の､ 『反後』は ｢コソスタンチソ･コソ
スタンチウス｣の､ 『哲学的断昆』は ｢ヨ-ソネ
ス ･クリマクス｣の､ 『不安の概念』は ｢ヴィギ
リウス -､ウフこエソシス｣の､ 『人生行路の諸
段芦監帰ま｢製本屋ヒラリウス｣の､ 『死にいたる







































































































































































































































































の叙事詩 『オデ ュッセイア』の第 9巻のなかに､











































































































































































































































































































































































¢4 正岡子規､F病林六尺』 (岩波文庫) 5頁｡
(追記)
この論文は､1989年12月2日の ｢第13回長野大学公
開講座｣ (統一テーマ :｢現代のF個Egを考える｣)
での講演にもとづくo余り｢大衆向き｣とは言い難い
にもかかわらず､このようなテーマのもとで公開講座
で開催していただいた図召委貞会のご苦労に対し心よ
り感謝いたします｡また,この公開講座ではこの度退
職なきった神亀 若林両先生にご挨拶や司会のお骨折り
をいただき､ありがとうございましたCここに感謝の
意を表します｡
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